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技
術
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活
躍
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は
世
界
に

感
謝
の
気
持
ち
は
地
元
へ

　
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
、
企

業
が
考
案
し
た
画
期
的
な
技
術
、
さ
ら
に
は
長

年
の
経
験
を
通
じ
て
自
治
体
が
培
っ
た
公
共
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
、
日
本
の
地
方

に
は
キ
ラ
リ
と
光
る
さ
ま
ざ
ま
な
英
知
が
存
在

す
る
。
そ
れ
ら
は
、
住
み
慣
れ
た
地
元
民
な
ら

誰
で
も
知
っ
て
い
る
も
の
の
場
合
も
あ
る
し
、

地
域
の
知
ら
れ
ざ
る
「
宝
」
で
あ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。

　
近
年
、
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
事
業
を

通
じ
て
、
こ
う
し
た
地
方
の
宝
を
開
発
途
上
国

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
生
か
そ

特 

集

　地
域
の
宝

お
ら
が
ま
ち
の
世
界
一

　「
日
本
で
廃
車
と
さ
れ
る
車
の
部
品
は
、
特

に
途
上
国
か
ら
高
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

従
来
、
そ
の
売
買
は
〝
一
山
い
く
ら
〞
と
い
う

扱
い
で
、
そ
れ
で
は
個
々
の
部
品
の
信
頼
性
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
当
社
で
は
、

一
つ
一
つ
の
部
品
を
査
定
し
、
適
正
価
格
を
付

け
て
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
安
心
し
て
部
品
を
買

っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
廃
車
同
然
で
あ

っ
て
も
適
切
な
代
金
を
支
払
っ
て
国
内
の
顧
客

か
ら
車
を
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
同
社
が
、
２
０
１
０
年
に
世
界
で
初
め
て
定

め
た
自
動
車
中
古
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
評
価
す

る
規
格
は
、「
P
A
S
7
7
7
」
と
し
て
英
国
規

 ©Getty Images

こ
の
町
工
場
の
技
術
が
、
実
は
業
界
シ
ェ
ア
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

生
活
に
根
付
く
知
恵
が
、
実
は
あ
の
地
域
発
祥
。

そ
う
し
た
日
本
の
地
方
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
開
発
途
上
国
の
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

地
元
の
活
力
も
生
み
出
す
地
方
の
宝
に
注
目
だ
。

う
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
支
援
先
の
途
上
国
側
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
と
っ
て

も
技
術
の
継
承
や
海
外
展
開
の
き
っ
か
け
と
し

て
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
協
力
を
通
じ
て
、
支
援

元
が
自
分
た
ち
の
製
品
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
世

界
水
準
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
翻
っ
て
は
、

地
元
住
民
が
地
域
の
誇
り
を
再
認
識
す
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
地
方
企
業
の
代
表
と
も
言
え
る
石

川
県
金
沢
市
の
会
宝
産
業
株
式
会
社
は
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
国
内
最
大
手
で
、現
在
、世

界
80
の
国
と
地
域
に
中
古
自
動
車
部
品
の
輸
出
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
の
近
藤
典
彦
代
表

取
締
役
会
長
は
、
自
身
の
経
験
を
こ
う
語
る
。

格
協
会
か
ら
正
式
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
に
羽
ば
た
く
地
方
企
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
る
近
藤
さ
ん
は
、
日
本
が
経
済
発
展

を
遂
げ
る
過
程
で
、
各
地
あ
る
い
は
各
業
界
が

培
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
経
験
を
途
上

国
に
生
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。「
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
事
業
に
対

す
る
誇
り
と
利
他
の
精
神
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
華
や
か
な
新
車
の
製
造
・
販
売
に
対
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
は
静
脈
産
業
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
事
業
を
通
じ
て
世
界
に
資
源
循
環

型
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
地
球

北海道の特産品と言えば欠かせないのがこの食材。
その収穫機の国内シェア７割を占めるトップメーカー
が帯広市にある。最新の技術を駆使した収穫機は、こ
の食材の生産量世界２位を誇るインドへと渡り、現地
の農家たちとの挑戦が始まっている。

宝北海道・東北の

○○の収穫機

Q.1

宝関東の
Q.2

from 北海道

おととし、日本でも約70年ぶりに国内感染が確認されて話題となった
感染症。千葉県にある企業は、この感染の有無を迅速かつ正確に判定
することができる検査キットを開発した。検査設備が無い途上国の
診療所などでも活用できる製品として、今、注目が集まっている。

○○の迅速検査技術
from 千葉県

８ページへ！

10ページへ！

宝東海の
Q.4

静岡県の名産品と言えば、これを思い　　浮かべる人が多いだろう。
生産量は堂々の日本一だが、実はその　   成分を分析する機械で国内
シェア100%を誇る企業も県内に存在　　 する。この優れた技術は、同
じく世界有数の産地であるスリランカ　　 に伝えられている。

○○の成分分析計
from 静岡県

宝北信越の
Q.3

一家に一箱。富山発祥のこのシステムは、各家庭に１セットを預けて、
そこから使った分の代金を後から受け取り、再び補充するというもの。
富山大学が中心となって、ミャンマーにこのシステムを普及・定着させ
ることを目指している。

300年以上の歴史を持つ○○
from 富山県

宝近畿の
Q.5

温暖な気候に恵まれた和歌山県有田市では、
地域ブランドとしてこの農産物を売り出して
いる。近年、そのおいしさを世界に広めよう
と、地元の企業が海外での販路拡大に取り組
んでいる。中心となっているのは、タイで果樹
栽培を指導した経験を持つ青年海外協力隊
の元隊員だ。

地域ブランドの○○
from 和歌山県

宝中国・四国の
Q.6

広島県のメーカー企業が手掛けているのは、日本の
食卓の主役のおいしさを追求したある農業機械。実は
この企業、アジアや欧米、南米などにも拠点を持ち、日
本のみならず世界でも圧倒的なシェアを誇る。世界に
貢献するその機械とは。

毎日の食卓を支える○○
from 広島県

宝九州・沖縄の
Q.7

それぞれの地域が特産品を開発して、地域振興につなげる。
大分県大山町を発祥とし、日本ではすっかりおなじみとなっ
たこの運動は、青年海外協力隊の活動などを通じて、タイや
マラウイ、キルギスなど海外にも広がりを見せている。

村おこしとして始まった○○
from 大分県

14ページへ！

22ページへ！

20ページへ！

18ページへ！

12ページへ！

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

地域の　　　を掘り起こそう！宝
中小企業が持つ優れた技術や、地域が誇る特産品。実は、それが
海外からの注目の的となったり、開発途上国の課題解決につな
がったりと、さまざまな可能性を秘めている。穴埋めクイズに
挑戦しながら、日本の各地に眠る“宝”を探しに行こう！

環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
こ
の
仕
事
に
誇
り

を
感
じ
て
い
ま
す
」。
廃
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
を
目
指
す
同
社
。

J
I
C
A
と
連
携
し
て
、
途
上
国
で
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
上
で
効
果
的
な
手
法
だ
と
い
う
。

　
自
ら
の
強
み
を
世
界
の
課
題
解
決
に
生
か
す

こ
と
に
加
え
、
近
藤
さ
ん
が
強
調
す
る
の
は
、

地
元
へ
の
還
元
だ
。「
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
ご

縁
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
の
必
要
性
を
楽
し
く
学
べ
る
当
社
主
催
の

〝
会
宝
リ
サ
イ
く
る
ま
つ
り
〞
に
は
、
例
年
、

３
０
０
０
人
を
超
え
る
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が

足
を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
同
社
は
地
元
の
耕
作
放
棄
地
を
使

っ
て
、
５
年
前
か
ら
本
格
的
に
農
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
手
法
は
、
廃
油
ボ
イ
ラ
ー

を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
と
い
う
同
社
な
ら
で

は
の
も
の
だ
。「
高
齢
者
の
活
躍
の
場
に
も
な

れ
ば
」
と
語
る
近
藤
さ
ん
。
人
気
商
品
〝
し
あ

わ
せ
の
ト
マ
ト
。〞
の
フ
ァ
ン
も
増
え
続
け
て

い
る
と
い
う
。

　
世
界
に
発
信
さ
れ
た
地
方
の
宝
は
、
や
が
て
、

地
元
の
誇
り
と
な
っ
て
舞
い
戻
り
、
ま
す
ま
す

そ
の
地
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
。
住
み
慣
れ
た

あ
な
た
の
町
に
も
、
知
ら
れ
ざ
る
世
界
一
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
地
方
が
熱
い
。

〈 取材協力 〉
会宝産業株式会社

代表取締役会長　近藤典彦氏

１９４７年石川県出身。高校卒業後、東京
の自動車解体業者に就職。その後、石川
県に戻り、22歳で「有限会社近藤自動車
商会」を設立。92年からは「会宝産業株
式会社」として、国内外で中古エンジンを
はじめとする自動車リサイクル事業を展開
し業績を伸ばす。著書『エコで世界を元気
にする！』（PHP研究所出版）。
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Q.4

静岡県の名産品と言えば、これを思い　　浮かべる人が多いだろう。
生産量は堂々の日本一だが、実はその　   成分を分析する機械で国内
シェア100%を誇る企業も県内に存在　　 する。この優れた技術は、同
じく世界有数の産地であるスリランカ　　 に伝えられている。

○○の成分分析計
from 静岡県

宝北信越の
Q.3

一家に一箱。富山発祥のこのシステムは、各家庭に１セットを預けて、
そこから使った分の代金を後から受け取り、再び補充するというもの。
富山大学が中心となって、ミャンマーにこのシステムを普及・定着させ
ることを目指している。

300年以上の歴史を持つ○○
from 富山県

宝近畿の
Q.5

温暖な気候に恵まれた和歌山県有田市では、
地域ブランドとしてこの農産物を売り出して
いる。近年、そのおいしさを世界に広めよう
と、地元の企業が海外での販路拡大に取り組
んでいる。中心となっているのは、タイで果樹
栽培を指導した経験を持つ青年海外協力隊
の元隊員だ。

地域ブランドの○○
from 和歌山県

宝中国・四国の
Q.6

広島県のメーカー企業が手掛けているのは、日本の
食卓の主役のおいしさを追求したある農業機械。実は
この企業、アジアや欧米、南米などにも拠点を持ち、日
本のみならず世界でも圧倒的なシェアを誇る。世界に
貢献するその機械とは。

毎日の食卓を支える○○
from 広島県

宝九州・沖縄の
Q.7

それぞれの地域が特産品を開発して、地域振興につなげる。
大分県大山町を発祥とし、日本ではすっかりおなじみとなっ
たこの運動は、青年海外協力隊の活動などを通じて、タイや
マラウイ、キルギスなど海外にも広がりを見せている。

村おこしとして始まった○○
from 大分県

14ページへ！

22ページへ！

20ページへ！

18ページへ！

12ページへ！

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

地域の　　　を掘り起こそう！宝
中小企業が持つ優れた技術や、地域が誇る特産品。実は、それが
海外からの注目の的となったり、開発途上国の課題解決につな
がったりと、さまざまな可能性を秘めている。穴埋めクイズに
挑戦しながら、日本の各地に眠る“宝”を探しに行こう！

環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
こ
の
仕
事
に
誇
り

を
感
じ
て
い
ま
す
」。
廃
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
を
目
指
す
同
社
。

J
I
C
A
と
連
携
し
て
、
途
上
国
で
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
上
で
効
果
的
な
手
法
だ
と
い
う
。

　
自
ら
の
強
み
を
世
界
の
課
題
解
決
に
生
か
す

こ
と
に
加
え
、
近
藤
さ
ん
が
強
調
す
る
の
は
、

地
元
へ
の
還
元
だ
。「
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
ご

縁
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
の
必
要
性
を
楽
し
く
学
べ
る
当
社
主
催
の

〝
会
宝
リ
サ
イ
く
る
ま
つ
り
〞
に
は
、
例
年
、

３
０
０
０
人
を
超
え
る
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が

足
を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
同
社
は
地
元
の
耕
作
放
棄
地
を
使

っ
て
、
５
年
前
か
ら
本
格
的
に
農
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
手
法
は
、
廃
油
ボ
イ
ラ
ー

を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
と
い
う
同
社
な
ら
で

は
の
も
の
だ
。「
高
齢
者
の
活
躍
の
場
に
も
な

れ
ば
」
と
語
る
近
藤
さ
ん
。
人
気
商
品
〝
し
あ

わ
せ
の
ト
マ
ト
。〞
の
フ
ァ
ン
も
増
え
続
け
て

い
る
と
い
う
。

　
世
界
に
発
信
さ
れ
た
地
方
の
宝
は
、
や
が
て
、

地
元
の
誇
り
と
な
っ
て
舞
い
戻
り
、
ま
す
ま
す

そ
の
地
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
。
住
み
慣
れ
た

あ
な
た
の
町
に
も
、
知
ら
れ
ざ
る
世
界
一
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
地
方
が
熱
い
。

〈 取材協力 〉
会宝産業株式会社

代表取締役会長　近藤典彦氏

１９４７年石川県出身。高校卒業後、東京
の自動車解体業者に就職。その後、石川
県に戻り、22歳で「有限会社近藤自動車
商会」を設立。92年からは「会宝産業株
式会社」として、国内外で中古エンジンを
はじめとする自動車リサイクル事業を展開
し業績を伸ばす。著書『エコで世界を元気
にする！』（PHP研究所出版）。
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